
４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

【路河川名】（一）桐生川
【事業箇所】桐生市菱町 五丁目 地先
【概要】河川伐木工 Ａ＝1,000㎡
（一）桐生川は、群馬県桐生市梅田町を発し、栃木県足利市で（一）
渡良瀬川へ合流する一級河川である。
川に沿って通る県道桐生田沼線は、桐生新町重要伝統的建造物
群保存地区や桐生川ダムに通じ、周辺観光を支える重要な役割を担
っている。

２．現場の特徴【ステップ１】

・桐生川沿いには、県道桐生田沼線が通っている。
・沿線の河岸を整備することで、川沿いの良好な景観を魅せる。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
桐生川の水の流れを見せる。
川沿いの良好な景観を見せる。

②どこから見せるのか
対岸の県道から見せる。
川沿いの住居から見せる。

③目指すべき目標像
県道桐生田沼線からの眺望を整備し、桐生新町重要伝統的建造物群保存地区等の周辺観光地への
流入や集客の向上を図り、また訪れたくなる風景を整備する。

R7年度完成 事業名：（一）桐生川 河川維持補修

区分

河川

・河川内の伐木を行うことで、通水断面の確保・護岸の安定を図るとともに、川沿い
の良好な景観を魅せる。

所属･係名 桐生土木事務所・工務第一係

・隣接する県道通行者や川沿いの住居からの眺望を確保する。

着工前 完成
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